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研修・学習会などにご利用ください
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春春
決決

学学
集集

闘闘
起起

習習
会会

地元業者よし・地元業者よし・

労働者よし・労働者よし・

住民よしの住民よしの大阪大阪をを

北河内地区協議会 北河内地区協議会 春闘学習決起集会春闘学習決起集会

民間部会・春闘学習交流会

【
建
交
労
】
統
一
要
求
と
し

て
、
月
額
４
万
円
引
上
げ
と

時
間
給
は
２
千
円
以
上
、
社

会
保
険
料
は
使
用
者
側
７

割
、
労
働
側
３
割
負
担
を
要

求
す
る
。

【
福
保
労
】
ケ
ア
労
働
者
の

必
要
性
を
訴
え
、
安
心
し
て

働
け
る
賃
金
を
め
ざ
す
。
ス

ト
権
投
票
は
８
割
を
超
え
、

過
去
最
高
に
な
っ
た
。

【
医
労
連
】
産
別
統
一
闘
争

と
し
て
す
べ
て
の
職
場
で
ス

ト
を
構
え
、
賃
上
げ
と
診
療

・
介
護
報
酬
10
％
ア
ッ
プ
を

め
ざ
す
。

【
全
港
湾
阪
神
支
部
】
統
一

要
求
は
一
律
４
万
円
以
上
の

賃
上
げ
。
２
月
26
日
に
要
求

を
提
出
し
て
産
別
交
渉
を
始

め
て
い
く
。
そ
の
あ
と
各
職

場
で
の
交
渉
を
進
め
る
。

【
生
協
労
連
】
１
月
下
旬
に

理
事
会
を
訪
問
し
て
統
一
要

求
を
提
出
し
た
。
２
月
26

日
、
職
場
激
励
訪
問
を
実

施
。
３
月
４
日
に
は
国
会
議

員
要
請
を
行
う
。

【
自
交
総
連
】
出
来
高
賃
金

な
の
で
景
気
に
左
右
さ
れ
や

す
い
。
26
春
闘
は
、
中
央
で

統
一
要
求
書
を
作
り
、
各
職

場
で
提
出
す
る
よ
う
に
呼
び

か
け
て
い
る
。

【
国
労
大
阪
】
統
一
要
求
は

２
万
千
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
要
求
す
る
。
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
シ
ニ

ア
社
員
な
ど
の
賃
金
規
定
を

正
規
職
員
と
同
等
に
す
る
よ

う
に
要
求
す
る
。

【
化
学
一
般
】
毎
年
、
生
活

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
、
年
齢
別
の
要
求
額
も
決

め
て
い
る
。
２
０
２
６
年
春

闘
賃
上
げ
要
求
基
準
は
３
万

円
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な

ど
を
要
求
す
る
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
な
か

ま
と
社
会
的
な
賃
金
闘
争
や

国
民
・
住
民
と
一
緒
に
社
会

保
障
の
改
善
を
目
指
す
運
動

を
続
け
る
。

【
生
協
労
連・山
本
副
委
員
長
】

　

１
月
31
日
に
春
闘
方
針
を

確
定
す
る
臨
時
大
会
を
開
催

し
、
は
じ
め
て
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
と

り
く
み
、「
し
っ
か
り
意
見

が
出
せ
有
意
義
な
会
議
に
な

２
０
２
６
年　

２
０
２
６
年　

権
利
討
論
集
会

権
利
討
論
集
会

　２月14日、民主法律協会は権利討論集会を開催
し、全体会では中山徹さん（自治体問題研究所理事
長）が「激動の政治情勢の中で平和・民主主義・暮
らしを守るために」をテーマに「全国で市民自治に
支えられる自治体を作り、護憲の国へ」と話されま
した。午後からは分科会が行われました。

カ
ジ
ノ
建
設
を
中
止
し
て　
　
　
　

カ
ジ
ノ
建
設
を
中
止
し
て　
　
　
　

府
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
府
政
を
！

府
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
府
政
を
！

　大阪府議会２月定例会開会日の２月24日、府民要
求連絡会は、カジノ建設を中止し「教育、子育て、
医療、福祉、中小企業支援の予算に」を掲げ、早朝
宣伝や議員要請に取り組みました。引き続き、府民
のくらし優先の府政をめざしましょう。

堺
労
連　
　
　
　
　

堺
労
連　
　
　
　
　

商
店
街
訪
問
を
実
施

商
店
街
訪
問
を
実
施

　２月17日、堺労連は「銀座通商店街・訪問調査」
を実施しました。「時給が低いとアルバイトが来な
いから」「消費税の払いがしんどい。お米もどんど
ん高くなって、非常に困っている」「常連さんが多
く、値上げはできないし、したくない。コロナ後、
客足が戻りきらない」などの意見が出されました。

第
２
回
労
働
相
談

第
２
回
労
働
相
談

学
習
会
を
開
催　

学
習
会
を
開
催　

　２月27日、おおさか労働相談センターは第２回労
働相談学習会を開催しました。大阪労働健康安全セ
ンター事務局長の丹野弘さんを講師に「未払賃金立
替払制度による賃金保護―制度を理解し、しっかり
活用―」をテーマに学習しました。

　

大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
・

大
阪
労
連
は
、
２
月
20
日
に

春
闘
学
習
決
起
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
の
黒
澤
事
務
局
長
の

講
演
「
26
国
民
春
闘
と
『
対

話
と
学
び
あ
い
』
の
実
践
を

つ
く
る
た
め
に
」、
行
動
提

起
、
２
組
織
か
ら
の
決
意
表

明
な
ど
を
行
い
、
す
べ
て
の

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
や
労

働
条
件
の
改
善
、
最
低
賃
金

今
す
ぐ
１
７
０
０
円
・
め
ざ

せ
２
０
０
０
円
の
実
現
に
向

け
て
、
職
場
・
地
域
か
ら
労

働
者
・
労
働
組
合
が
声
を
上

げ
て
い
く
こ
と
を
意
思
統
一

し
ま
し
た
。

物
価
高
上
回
る
賃
上
げ
で

物
価
高
上
回
る
賃
上
げ
で

生
活
生
活
をを
改
善
改
善
さ
せ
よ
う
！

さ
せ
よ
う
！

す
べ
て
の
自
治
体
で

す
べ
て
の
自
治
体
で

公
契
約
条
例

公
契
約
条
例
をを
つ
く
ろ
う
！

つ
く
ろ
う
！

　２月11日、民間部会は春闘学習交流会を開催し
ました。弁護士の西川大史さんを講師に「労基法
の『改正』と労働者の権利の『解体』～労働組合
の果たすべき使命～」をテーマに学習し、春闘勝
利に向けたとりくみについて交流しました。

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し
、

住
民
は
安
全
・
安
心
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
。
ま
た
、
自
然
災
害
が

発
生
し
た
時
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
復
旧
復
興
に
活
躍
し

て
く
れ
る
地
元
の
事
業
者
を

守
り
育
て
る
こ
と
が
必
要
。

労
働
者
よ
し
、
事
業
者
よ

し
、
住
民
よ
し
の
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
、

最
後
に
「
全
国
で
94
の
自
治

体
で
公
契
約
条
例
が
制
定
さ

れ
い
る
が
、
大
阪
は
ま
だ
な

い
。
大
阪
で
も
公
契
約
条
例

を
制
定
さ
せ
よ
う
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
公
契
約
条

例
の
内
容
が
よ
く
わ
か
っ

た
」「
地
域
で
も
具
体
的
に

運
動
し
て
い
き
た
い
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

公
契
約
条
例
が
制
定
さ
れ

る
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
に
も
な
り
ま
す
。
大

阪
で
も
公
契
約
条
例
制
定
に

向
け
て
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

く
女
性
が
増
え
た
。
そ
の
一

方
で
非
正
規
労
働
者
が
増

え
、
自
治
体
で
も
非
正
規
１

１
０
万
人
に
な
っ
た
。『
賃

上
げ
・
今
す
ぐ
最
賃
１
７
０

０
円
・
介
護
福
祉
に
予
算
を

・
消
費
税
減
税
を
』
の
声
を

あ
げ
よ
う
。
仲
間
を
増
や
し

要
求
の
実
現
に
む
け
て
運
動

し
よ
う
」
と
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で

交
流
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

【
自
治
労
連
・
仁
木
書
記
長
】

　

２
月
１
日
に
中
央
委
員
会

を
開
催
し
て
春
闘
方
針
を
決

め
た
。
発
言
で
は
「
職
場
を

ま
わ
り
未
加
入
者
に
声
を
か

け
、
組
合
事
務
所
に
組
合
員

に
集
ま
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
」「
秋
季
闘
争
に

向
け
て
職
場
集
会
を
ひ
ら
い

て
交
渉
に
の
ぞ
み
、
要
求
が

少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
た
」
な

ど
の
話
が
聞
け
た
。

ら
「
非
正
規

問
題
が
、
こ

れ
か
ら
ま
だ

ま
だ
ひ
ど
く

な
り
そ
う
」

「
つ
な
が
り

を
強
く
し
要

求
が
前
進
す

る
よ
う
に
し

た
い
」「
労

働
組
合
が
頑

張
っ
て
少
し

で
も
良
い
社

会
に
な
る
よ

う
に
し
た

い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
、
大
阪
労
連
パ

ー
ト
・
非
常
勤
連
絡
会
は

「
２
０
２
６
年
パ
ー
ト
春
闘

お
し
ゃ
べ
り
学
習
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
関
西
勤

労
協
副
会
長
の
中
田
進
先
生

を
講
師
に
「
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
非
正
規
雇
用
！
」
～

暮
ら
し
も
人
生
も
社
会
も
壊

れ
る
～
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。

　

中
田
先
生
か
ら
は
「
１
９

７
０
年
代
は
長
期
雇
用
の
正

社
員
が
あ
た
り
前
だ
っ
た
。

し
か
し
、
１
９
８
５
年
に

『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』

が
成
立
し
、
男
性
並
み
に
働

っ
た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
今
年
で
18
年
目
に

な
る
労
働
組
合
基
礎
講
座
を

毎
週
土
曜
日
連
続
５
回
開
催

す
る
。
何
度
受
講
し
て
も

「
な
る
ほ
ど
」
と
い
う
気
づ

き
が
あ
り
、
基
本
を
振
り
返

る
の
で
勉
強
に
な
る
。
職
場

激
励
行
動
や
国
会
議
員
要
請

な
ど
に
も
と
り
く
む
。

　

最
賃
署
名
は
各
単
組
で
工

夫
し
て
１
筆
で
も
多
く
の
署

名
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
る
。
現
場
・
職
場
で
対
話

を
大
切
に
し
て
な
か
ま
を
増

や
し
、
要
求
を
前
進
さ
せ
少

し
で
も
多
く
の
賃
上
げ
を
勝

ち
取
り
た
い
。

2026年パート春闘おしゃべり学習交流会2026年パート春闘おしゃべり学習交流会

なかまなかまをを増増やしやし
要求実現要求実現にむけてにむけて運動運動しようしよう！！

春闘勝利に向け各組織で奮闘中春闘勝利に向け各組織で奮闘中

体
で
公
契
約
条
例
を
つ
く
ろ

う
～
労
働
者
よ
し
・
地
元
業

者
よ
し
・
住
民
よ
し
の
大
阪

を
～
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
し

ま
し
た
。

　

講
師
の
自
治
労
連
の
久
保

さ
ん
は
「
安
け
れ
ば
よ
し
で

公
共
事
業
を
民
間
委
託
に
す

る
と
ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が

く
る
、
例
え
ば
、
学
校
給
食

で
は
調
理
業
者
が
一
方
的
に

撤
退
し
て
給
食
が
提
供
で
き

な
く
な
る
。
保
育
士
や
学
童

保
育
指
導
員
が
確
保
で
き

ず
、
子
ど
も
の
受
け
入
れ
募

集
停
止
な
ど
が
発
生
す
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
は
発
注
者

責
任
が
あ
る
た
め
、
民
間
委

託
な
ど
の
公
共
事
業
で
事
故

が
発
生
す
れ
ば
職
員
が
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら

　

２
月
17
日
、
北
河
内
地
区

協
議
会
は
、
春
闘
学
習
決
起

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
「
公
契
約
法
の
実
現

を
め
ざ
す
大
阪
懇
談
会
」
に

依
頼
し
て
「
す
べ
て
の
自
治

に
地
場
賃
金
の
低
下
を
促

進
、
消
費
購
買
力
も
低
下
さ

せ
、
地
域
経
済
を
悪
化
さ
せ

る
、
自
治
体
の
税
収
減
に
な

る
」「
公
契
約
条
例
を
制
定

し
た
自
治
体
で
は
賃
金
下
落

へ
の
動
き
に
一
定
の
歯
止
め

を
か
け
、
労
働
者
は
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
、
公
共

大阪自治労連の久保さん


